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一
及
び
二
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
阻
止
へ
の
取
り
組
み
」
に
つ
い
て
は
、
公
共
交
通
機
関
の
混
雑

緩
和
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
の
拡
大
を
防
止
す
る
上
で
重
要
な
取
組
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
「
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
基
本
方
針
」
（
令
和
二
年
二
月
二
十
五
日
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
決
定
）

に
お
い
て
「
テ
レ
ワ
ー
ク
や
時
差
出
勤
の
推
進
等
を
強
力
に
呼
び
か
け
る
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
例
え
ば
、
鉄

道
車
両
内
及
び
駅
構
内
に
お
け
る
放
送
等
に
よ
る
テ
レ
ワ
ー
ク
及
び
時
差
出
勤
の
呼
び
掛
け
等
に
よ
っ
て
、
鉄
道
の
混
雑
緩

和
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
一
方
、
御
指
摘
の
「
数
値
目
標
」
に
つ
い
て
は
、
ど
の
程
度
混
雑
率
を
緩
和
す
れ

ば
、
ど
の
程
度
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
阻
止
」
の
効
果
が
あ
る
か
に
つ
い
て
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は

な
い
こ
と
等
か
ら
、
具
体
的
に
設
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。 


